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アメリカにおける宮崎駿の受容 
－日本文化と歴史の新しい表象－ 
 
芳賀 理彦 
 
1. 序 
 
戦後アメリカにおいて、主に川端康成や谷崎潤一郎、三島由紀夫らの文学作品によって作
られた日本文化の「繊細で」「儚い」イメージは、村上春樹やよしもとばなななどの現代日
本文学が読まれるようになって「クール」で「ポストモダン」なものへと書き換えられてき
ている。しかしこの十数年、アメリカ人の抱く日本文化に対するイメージや彼ら自身の文化
や芸術に文学よりも大きなインパクトを与えた日本現代文化の一つはアニメーションであ
る1。今日の商業的にグローバル化された世界においては、アメリカ人も日本人もそれぞれ
の国で作られた映画やテレビ番組、音楽、ファッション、漫画、ゲーム、そしてアニメーシ
ョンなどのポップカルチャーを、文化的境界を越えてお互いに影響を与えながら消費し、そ
の楽しみを共有している。また Susan Napierが指摘するように、アメリカでも日本のアニ
メーションや漫画、ゲームを楽しむ層は近年拡大しており、女性のファンの数も増大し、ジ
ェンダーや年齢の垣根を越え日本のサブカルチャーやポップカルチャーは幅広い支持を得
ている2。 
他の芸術ジャンルに比べて比較的影響力の大きい日本のアニメーションの中でも特に宮
崎駿の作品はアメリカにおいても多様な層の観客に受け入れられている。1996 年に宮崎映
画の制作プロダクションであるスタジオジブリはディズニーと提携を結び、2002年には『千
と千尋の神隠し』（2001）が Spirited Awayとしてアメリカでも公開されアカデミー長編ア
ニメ賞を受賞している。宮崎アニメはもはやアメリカの一般家庭においてもスタンダード
になっているのだと主張する専門家もいる3。また宮崎作品は一般観客に受け入れられてい
るだけでなく批評家からの注目も集めており、大別すると主に次の四つの観点で論じられ
ている。（1）現代日本社会や日本人のアイデンティティーの表象、あるいは文明と自然の関
係のような普遍的な社会問題の表象。（2）ディズニーアニメとの比較。（3）ハリウッド映画
にはない日本のアニメーションの可能性。（4）現実の日本人女性像と作品中の女性像との関
係。 
本論文においては、様々な媒体で発表された映画評や学術論文などの分析を通じて、アメ
リカの観客がどのように宮崎駿の映画を鑑賞しどのような問題点をそこに見出しているの
かを検討したい。そして宮崎の作品が日本の文化や歴史、日本人のアイデンティティーにつ
                                                   
1 Napier (Anime 5-10), McCarthy, Osmond (“Castles”)参照。 
2 Napier (Anime IX-X)参照。 
3 Roland Kelts参照。 
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いて従来のものとは全く異なった多様で複雑な新しいイメージをいかにアメリカの観客に
提示してきたのか、ディズニーが見逃してきたような文明と自然の複雑な関係性といった
異なった文化的価値観を新しい芸術媒体としていかに表現してきたのかを示したい。一方
で宮崎アニメが現実的で多様な女性像の表現という点では失敗し、結局はステレオタイプ
な表象に陥っている点についても検討したい。彼の作品に登場する女性は日本人であれ西
洋人であれ非常に力強く魅力的で男性には依存せず自立しているように描かれており、献
身的で従順という古くからある典型的な日本人女性のイメージを一見裏切っているように
見える。しかしその多くは類型的で多様性に欠くものとなっている。その結果、女性の観客
の共感が得られるような女性像とはとても言い難く、アメリカにおいて新しい日本人女性
のイメージを提供するものとも成り得ていない。宮崎アニメに登場する女性像を肯定的に
評価するアメリカの批評家たちもいるのだが彼らが見逃してしまっている点についても併
せて提示したい。 
 
2. 現代日本の表象 
 
アメリカの批評家たちが宮崎駿のアニメーションの中に表象される日本的なものに着目
するのはそれが日本製の映画である以上至極当然のことである。作品の舞台が必ずしも日
本ではなくてもそこには現代日本における様々な問題が反映されており、それが結局はグ
ローバルな問題に関わってくるのだと主張する専門家は多い。例えば Paul Wellsは宮崎の
作品について次のように論じている。宮崎駿の映画は日本の伝統的な芸術形式と現代芸術
の一つであるアニメーションを組み合わせるというポストモダンな方法で日本の美学その
ものを発展させ、現代日本文化や日本社会の曖昧さと多様性を表現している。それを実現す
るためにディズニーとは全く異なる様式を宮崎は何年もかけて築き上げてきたのだと
Wellsは主張する（22-23）。 
アメリカの多くの批評家たちが指摘する宮崎作品に現れる現代日本の表象には様々なも
のがある。1999 年にアメリカで公開された『もののけ姫』（1997）（Princess Mononoke）
に関して何人かは映画のモチーフやテーマをその時期に日本で起きたいくつかの悲劇的な
出来事と結びつけた。Marilyn Ivyは主に経済の衰退によって引き起こされた 1990年代の
日本の混沌とした状況が映画にはメタファーの形で表現されていると論じる。例えば映画
に登場するたくさんの死体や神の斬首を伴った数々の暴力的な殺戮シーンや戦いのシーン
は当時の日本の右翼的な運動や 1995年のオウムによる地下鉄テロ、あるいは 1997 年の酒
鬼薔薇事件などを連想させるものだと Ivyは述べている。そして「斬首」と「復讐」を経た
「復活」こそがこの映画のテーマであり、それらの悲劇的な事件と結びつくキーワードであ
って、主役の二人が神の頭を取り戻し自然界に返す最後のシーン【図 1】に象徴されている
ように、ファンタジーの空間であるアニメーションの力を借りて神の復活と平和の達成と
いう概念を寓話化し映像化することに成功しているのだと結論づける（837-838）。Andrea  
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【図 1】宮崎駿『もののけ姫』：シシ神の首を返そうとするサンとアシタカ 
 
G. Araiもまた酒鬼薔薇事件を例に挙げ、映画の主人公の一人であるサンは、そのような病
んだ現代日本に相対する健康的な古代日本の象徴であるのだと主張する【図 2】。山犬の神 
 
 
【図 2】宮崎駿『もののけ姫』：アシタカと別れの挨拶をするサン 
 
に森で育てられ人間との交渉を完全に絶っている少女サンは「古代日本の精神を具現化し
た自然児」であり、「現代の子供のその輝きと可能性の影の部分」の象徴である 14歳の殺人
鬼と対比される存在であることは疑いがないと Araiは述べている（843, 846）。 
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Ivyや Araiのような直接の例示は避けているものの、Melek Ortabasiもまた『もののけ
姫』は現代日本の混沌として多様化した文化やアイデンティティーの表象であり、西洋文化
が日々混入していく現代日本社会に対する批判であると論じている。Ortabasi はまずこの
映画は一般的な日本の歴史映画からはかなり逸脱したものであると述べる。というのも 15
世紀の日本が舞台となる映画が普通用いるような「国家」「調和」「天皇」「侍」といった概
念が全く強調されないからである。その代わりに『もののけ姫』が描いているものは細分化
された日本のイメージと多様性である。この映画で描かれる日本には中央集権的な国家的
権力や統一性が存在せず、15 世紀日本社会では当然であると思われていた厳格な武士道の
価値観といったものも存在しない。また絶対的な封建社会で主君に忠誠を誓うような侍の
イメージも見られないのである（202-4）。さらに Ortabasiはこの作品は東洋の神道と西洋
のキリスト教の双方の世界観から生まれるハイブリッドな視点を携えているのだと指摘す
る。まずこの映画は文明と自然の対立がテーマであるとされ、実際そのように述べる批評も
少なくない。しかしそのように文明と自然を切り離し、自然を完全に不可知的な領域に対象
化してしまう西洋的な二元論では語りきれないものがある。この作品内では自然はアニミ
ズム的な地域信仰の統合体として描かれ、文明と自然の境界は非常にあいまいなものとな
っている（208-9）。この作品に登場する主要人物は全て複雑でハイブリッドなアイデンティ
ティーと精神性を持っているのだと Ortabasiは述べる。例えばアシタカは決して典型的な
マッチョなサムライヒーローではない【図 3】。彼は侍ではなく少数民族の出自を持つ中立 
 
 
【図 3】宮崎駿『もののけ姫』：ヤックルと呼ばれる大カモシカに餌をやるアシタカ 
 
的な若き仲介者であり、タタリ神から村を救おうとして死の呪いをかけられ西へと旅をす
る過程で文明の代表であるエボシと自然の代表であるサンとの戦いに巻き込まれ互いをど
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うにか和解させようとする。エボシもまた勧善懲悪的なただの冷たい敵役ではない【図 4】。 
 
 
【図 4】宮崎駿『もののけ姫』：アシタカの話を聞くエボシ 
 
彼女は製鉄所の総領であり、遊郭に売られた女性やハンセン氏病の患者を保護し社会の一
員として平等に扱い、山林を開拓し自然を征服しようとしている。「男性的（文明）」な面と
「女性的（自然）」な面を備えた、社会的弱者に寛大な知的で合理的な人物である。自然の
中で育てられ母なる自然のために戦うもう一人の女性主人公サンも非現実的な「野生児
（wild child）」ではあるものの、単純な「高貴なる野蛮人（noble savage）」の枠組みには
収まらず、最終的に人間性に完全に目覚めることはない（210-12）。 
『もののけ姫』はこのような登場人物の多面性や日本文化特有のメタファーに満ちてい
るため、古代日本対近代西洋の衝突という作品のテーマを理解するのはアメリカの観客に
とっては難しいのだと Ortabasiは述べている。実際この映画の主題を単純に自然対文明の
抗争であると捉えるアメリカの批評家は多い。例えば Ivyと Araiは映画の結末をそれぞれ
次のように解釈している。映画の最後で神の頭部を取り返し自然に戻し人間と自然の戦い
を止めた後、アシタカは自然界に帰っていくサンを見送ってエボシの村に留まる【図 5】。
Ivyはこの結末が意味するのは自然と文明が共存することの不可能性であると述べ、Araiは
自然と文明は再結合できるのだという希望を表しているのだと述べる。結論は全く逆であ
るものの、二人とも自然対文明がこの映画の主題であると捉えている点は共通している。
Paul Spicerもまたこの映画の主題が環境保護（自然）対産業主義（文明）の対決であると
解釈する批評家の一人であるのだが結論は前者二人とはまた異なる。人間は果たして自然
と共存できるのかという問いに対して、映画の結末は明確な答えを用意しているわけでは
なくそれを観客に委ねているのだと Spicer は述べる。そのことは自然と文明、環境保護と 
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【図 5】宮崎駿『もののけ姫』：自然界へ戻るサンを見送るアシタカ 
 
産業主義の狭間に常に位置するアシタカという人物に象徴されている（241）。こういった
批評の傾向を踏まえた上で Ortabasi は次のように結論づける。『もののけ姫』は文化的製
品がグローバル化することがいかに困難であるかを示すだけではなく、決して表面的なだ
けではない文化的融合の素晴らしいサンプルとなっている。グローバル化した現代社会の
ジレンマを他のポップカルチャーの作品とは全く異なった手法で的確に捉え、他文化をた
だ取り入れて洗練させるだけであるという日本文化のステレオタイプなイメージをも覆し
たのである（220）。 
Napier は、宮崎駿の『もののけ姫』は現代日本の文化や日本人のアイデンティティーを
表象しているだけではなく、日本の歴史やアイデンティティー、ジェンダーや文化の旧来の
概念を覆し我々に新しい視点を与えてくれるのだと述べる。世界がグローバル化すればす
るほどそれぞれの国家や民族の個別の歴史やアイデンティティーはより重要なものとなっ
てくる。そしてそのグローバル化した世界では文学のような文字メディアよりも映画やテ
レビのような映像メディアの方がより大きな影響力を持つ。例えばかつて黒澤明や小津安
二郎の映画は日本文化や日本人のアイデンティティーを映像化し日本国民だけでなく海外
の観客にも広く知らしめるために大きな役割を果たした。Napier は宮崎の映画も現在その
ような日本文化のグローバル化において重要な働きをしているのだと述べる。『もののけ姫』
は日本文化や社会の中心にある数々の神話を脱構築し、実証的な歴史観からは逸脱しては
いるものの、日本の歴史や伝統的な文化に関する新しいイメージを提示する。第一に物語の
主人公を侍ではなくアイヌの若者に設定することによって、この映画は宮廷や特権階級の
武士のみが歴史を動かしてきたのだとするトップダウン式の日本史観に挑戦している。第
二に文明と自然との抗争を主題に置くことによって、単一民族としての日本人は近代化す
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る以前は自然と平和に共存していたのだとする従来の理想化された概念を覆そうとしてい
る（Anime 176）。 
このような Napierの主張に賛同し、John A. Tuckerもまた宮崎駿は戦争、ジェンダー、
西洋、宗教という四つの点で日本の歴史を書き換えようとしているのだと述べる。第一に
『もののけ姫』は天皇中心の日本史の概念を覆すためにアシタカを物語の主人公に設定し
ている。アシタカはアイヌの若者であり古代日本神話の英雄であるヤマトタケルとは正反
対の人物である。ヤマトタケルは天皇の権力を拡大するために戦い、それゆえに軍国主義、
国家主義、帝国主義の象徴として捉えられる。それに対して自分の村の人々を守るために戦
うアシタカは調和と環境保護の象徴である。このような主人公を中心に据えることでこの
作品は平和的で環境保護的なこれまでには見られない新しい日本神話のイメージを作り出
している（77-88）。第二にこの作品には史実から考えるとありえないような力強く自立した
女性が登場する。エボシのモデルになったのは北条政子や静御前であると考えられるが、中
世の時代において彼女ほど男性に全く依存することなく完全に自立することは実際には不
可能である。この映画で宮崎が挑戦しようとしたのはそれまで周辺的であった女性の役割
を拡大し古典的な性役割の概念を覆すことであった。女性の社会的権利が拡大し地位が向
上していった 1980 年代から 90 年代の時代背景でそのような力強く自立した宮崎アニメの
女性像が大きな支持を得たのである（88-94）。第三に作品内においては西洋の影響というも
のが悪として描かれている。西洋からもたらされた武器や文明が人間と自然すなわち神と
の間の調和という日本のエコシステムを破壊するのである。西洋の銃を用いて人類が自然
（神）と戦う様子を見せることによって西洋は悪で日本はグローバリゼーションの被害者
であるのだという印象を観客に与えることになる（94-97）。第四にこの作品は日本の宗教観
のいくつかを覆そうとしている。本来大和のものである神道的な観念を蝦夷に付帯させ、よ
り環境保護的なものとして描き、欲にまみれた僧を登場させることによって神道や仏教と
いう既存の宗教を風刺し批判しているのである（97-102）。 
宮崎駿の作品についての批評や論文の中には、その宗教観、特に仏教的なものや神道的な
ものの表象に関する議論も多く見られる。例えば Ortabasiは『もののけ姫』に登場するシ
シ神（ダイダラボッチ）のような森の神や精霊たちのイメージは明らかに古事記や風土記な
どの日本の民間伝承や神道のアニミズムを土台にして作られていることを指摘している
【図 6、7】（212）。また David R. Loy and Linda Goodhew（連名）は宮崎の三つの映画
『風の谷のナウシカ』（1984）（Nausicaa of the Valley of the Winds（1986（編集版）、2005））
と『となりのトトロ』（1988）（My Neighbor Totoro（1993））、そして『もののけ姫』を宗
教的な観点から論じ、性的なものと暴力的なものが多い日本の他のアニメとは異なり宮崎
の作品には思索的及び情感的な表現が多く、それは仏教の教えに即したものであると述べ
る（77）。もちろん宮崎の作品にも多くの暴力シーンは含まれているのだが、『風の谷のナウ
シカ』のナウシカや『もののけ姫』のアシタカなど物語の主人公は基本的に自己犠牲的で暴
力を否定し、菩薩のように憎しみと復讐の連鎖を断ち切り人々を救い暴力を止めるために 
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【図 6】宮崎駿『もののけ姫』：シシ神の昼間の姿 
 
 
【図 7】宮崎駿『もののけ姫』：シシ神の夜の姿（ダイダラボッチ） 
 
はあらゆる努力を惜しまない（82-84）。宮崎駿の映画は全てこの仏教的及び神道的思想で作
られているので、人間対神あるいは文明対自然といった二項対立は存在しないし善と悪と
いう二項対立もない。このような勧善懲悪ではない物語は西洋の観客の目には非常に新鮮
なものとして映る。宮崎の作品は主人公だけではなく敵対者にも様々な立場や主張、複雑な
動機や哲学があり、また自然を超越的な神によって作られ人類が克服すべき対象として単
純に定義することも避けているので、結果として観客にとって非常にリアルなものとなる
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（86, 88-89）。Loy and Gooodhewのこのような観点に賛同し、Chirstine Hoff Kraemerも
また次のように述べる。『もののけ姫』は善と悪だとか技術と自然といった単純な二項対立
を避けている。そして混沌とした世界の救済者というアシタカの人物設定は、仏教や神道、
キリスト教の全ての世界観に通じるものであって、西洋の観客にも容易に理解される（par. 
3-4）。 
James W. Boyd and Tetsuya Nishimura（連名）は、宮崎駿の作品の中で最も宗教的も
しくは神道的なのは『千と千尋の神隠し』であると述べる。その中心的主題となっているの
は汚れのない心でいかに生きていくべきかというものであって、それはすなわち神道の精
神でもある。映画の主人公である千尋は八百万の神の住む幻想世界へと突然紛れ込んでし
まい、彼女の両親にかけられた呪いを解いてその世界を脱出しようと試みる。その過程で何
もできない子供であった千尋は両親のことや周りのことを思いやる誠実な心を持った若者
へと成長するのである。八百万の神や鳥居、神隠し、清めなど、この作品は多くの神道的な
モチーフや概念に満ちており【図 8】、例えば『ロード・オブ・ザ・リング』のように決し 
 
 
【図 8】宮崎駿『千と千尋の神隠し』：異界へと迷い込む千尋と両親を乗せた車 
 
て単純な勧善懲悪の物語に陥ることもなく、神道こそが現代の病んだ日本社会を救うもの
なのだという日本人へのメッセージを発しているのだと Boyd and Nishimura は論じてい
る（par. 12, 25）。 
Lucy Wright は宮崎駿のいくつかの作品を宗教学的に分析した上で、宮崎の映画の鍵と
なる概念は神道的アニミズムの世界観と人類と自然の神秘主義的関係であると主張する。
神道的思想は一般的に愛国主義的になる傾向にあるのだが、宮崎の映画における神道はよ
りグローバルなものでありそうはなっていない。というのも宮崎自身が左翼的思想の持ち
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主であって、暗い歴史である戦争時の記憶から、神道を前面に押し出そうとはせず日本の文
化と外国の文化両方を常に映画に取り入れようとしているからである。そのため宮崎の作
品は海外の観客にもそれほど強い宗教観を感じさせずに神道的概念を表現することに成功
している。例えば『風の谷のナウシカ』は仏教あるいは神道的な癒しを与え、『となりのト
トロ』と『天空の城ラピュタ』（1986）（Laputa: Castle in the Sky（1989））は「神木」
という形で祖先や自然に対するノスタルジックなイメージを作り出し【図 9、10】、『もの 
 
 
【図 9】宮崎駿『となりのトトロ』：一夜の間に成長する大木 
 
のけ姫』は文明と自然との戦いを見せることによって我々に自然（神）への畏怖という感覚
を思い出させてくれる。宮崎の作品はアメリカの SFやロシア映画あるいはギリシャ神話な
ど様々なグローバルな文化を取り入れながら日本古来の神道や神話を変換し復活させ、新
しい「ハイブリッドな日本の現代神話」を作り上げている。そしてそれが世界中の「ポスト
産業主義の」観客に支持されているのだと Wrightは述べる（par. 39）。 
 宮崎駿の映画の宗教的側面について論じる多くの批評家の中でも、特に Jay Gouldingは
作品に現れる神道的あるいは仏教的なモチーフやメタファーをグローバリゼーションに対
する反動であると見なし、グローバリゼーションすなわち欧米化の波に流されてしまわな
いようにあえて東アジア的世界観を強調しているのだと述べる。宮崎の作品は表面的には
西洋文化の視覚的要素が溢れているものの、物語の筋や思想そしてメッセージの重要な要
素は日本的思想や宗教や民間伝承で成り立っている。例えば『もののけ姫』は日本の民間伝
承や神道的世界観を前面に出すことによって、現代の西洋化した日本で失われてしまった
古代の日本的精神性や道徳を復活させようとしている。また『千と千尋の神隠し』は欧米化
の波で日本文化が消えないように、映画の中に大量の儒教的、神道的、仏教的テーマを醜い 
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【図 10】宮崎駿『天空の城ラピュタ』：巨大な木とともに上昇していくラピュタ城 
 
西洋文化と対比させるように散りばめている（119, 122）。Napierもまた『千と千尋の神隠
し』はグローバリゼーションに対する反動であって、物質主義で公害に汚染された現代日本
社会を批判するために日本の地域伝統的な文化を強調する極めて日本的でありながら自己
批判的な映画であると述べる。この作品はポスト産業社会で文化が汚されてしまった現代
日本を象徴しつつ清らかな古き良き日本性を再構築して観客に提示しているのである
（“Matter” 288-89）。 
 このような Gouldingや Napierのある意味保守的な視点からの見解と全く対照的な主張
を Andrew Yangは行っている。そのように伝統的な日本文化の特異性だとか純粋性を強調
することは結局愛国主義的なセンチメンタリズムに加担しているだけなのだと Yang は述
べる。日本文化だけでなく世界のどんな文化も現代性と伝統を弁証法的に両方兼ね備えて
いるのであって等しく多様で複雑で柔軟なものなのである。従って我々は『千と千尋の神隠
し』を分析する際に、そこに日本文化の本質を見つけようとするのでなくより多様な価値観
を含む複合体としての日本文化を探らなくてはならない（435）。宮崎の『千と千尋の神隠
し』には、伝統的な日本と現代の日本が善と悪や正と誤のような二項対立の形で存在してい
るのではなくお互いに交差し混ざり合うものとして描かれているのである（443）。 
そもそも一つの映画がある国家や民族のアイデンティティーや文化の全体像を明確に描
き出すことなど不可能であることを考えると、『千と千尋の神隠し』は多様で流動的なイメ
ージとして日本文化を描いているのだとする Yangのこのような主張は、古き良き日本を描
き出しているのだとする Goulding や Napier の主張よりも説得力を持つ。『千と千尋の神
隠し』において伝統的な神道の神々は主人公が働かされている銭湯に出入りするのだがそ
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こには現代風の建築物や乗り物、機械や道具なども併せて描かれている【図 11、12】。また 
 
 
【図 11】宮崎駿『千と千尋の神隠し』：銭湯のボイラー室に迷い込む千尋 
 
 
【図 12】宮崎駿『千と千尋の神隠し』：電車で銭婆の所へ向かうカオナシと千尋 
 
それらの神々は決して勧善懲悪風には描かれず現代を生きる我々同様に良いこともすれば
悪いこともする、欲深いかと思えば寛大にもなる極めて現実的な描かれ方をしており、そこ
からは古代日本の神々も現代の堕落してしまったと言われる日本人と少なくとも人格とい
う面では変わることはないのだということが読み取れる。この映画における日本人のアイ
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デンティティーや文化のそのような弁証法的な描かれ方を見ると、『千と千尋の神隠し』は
いかに国家のアイデンティティーが複雑で常に変化しているものなのかということを我々
に提示しているのだという Yangの指摘は極めて示唆に富んだものであると思われる。 
Rayna Denisonは日本のアニメとグローバリゼーションの関係について、『千と千尋の神
隠し』がフランスとアメリカにどのように翻訳され輸出されていったのかという事例を基
に分析している。Napier ら他の評論家たちが日本のアニメが世界の様々な地域で一定の人
気を得ているのは他の文化にはないその異質性故であると述べているのに対して、Denison
はそれだけでは説明として全く不十分であると批判する。そして実際に『千と千尋の神隠し』
が日本とフランスとアメリカの三つの国の市場でどのように受け入れられているのか調査
を行っている。Denison によるとこの作品は日本からフランスそしてアメリカに輸出され
る過程で改変の度合いが高まり、それに伴って日本性が薄まり人気も減少していくのだと
いう。まず日本においては、幻想としての日本と現実としての西洋というハイブリッドなア
イデンティティーを表現したこの作品は、現代日本文化を表象すると同時に批判している
のだと見なされる。日本人である登場人物のアイデンティティーの危機を示すことによっ
て日本人は国家という枠組みを越えなければならないのだというメッセージを発信してお
り、単なる伝統的な日本文化を描いているだけではなく流動的な複合体としての現代日本
文化のイメージを提示する映画なのだと Denison は述べる（312）。この点で Denison と
Yangの主張は一致している。次にフランスに移ると、この作品は最初に映画祭で公開され
たこともあり、ブロックバスター映画というよりはアートフィルムとして認識される。字幕
版と吹き替え版が作られ、それぞれアート指向の観客と一般観客の二つの層にアピールし
たのだが、その翻訳のせいで日本性は若干薄まることとなった。例えば日本の「八百万（や
およろず）の神」を直訳していたり、主人公の千尋の力になる白竜の少年の名前である「ニ
ギハヤミコハクヌシ」を説明的に“l’espirit de la rivière Kohaku”（コハク川の精霊）と訳し
たり、また登場人物の名前などの固有名詞の発音がフランス風のアクセントになっている
（315）。アメリカではピクサー社の映画監督である John Lasseter が吹き替え版を監修し
ており、画面上の日本語はさすがに変えようがないものの、いくつかのセリフを省略したり
固有名詞をより説明的な名詞に変えたり登場人物に自然なアメリカ英語を話させることに
よって映画そのものを受け入れられやすいようにアメリカ化しようとした（316-18）。この
ように『千と千尋の神隠し』はそれぞれの国で様々に改変された上で公開され、それぞれの
文化に合わせた日本文化のイメージを提示しており、それが高い評価を得ている。それはこ
の作品が本来多様性とハイブリッド性を備えており、この作品を世界のどの場所であって
も無国籍になることなくそれぞれの地に根ざしたグローバルな存在にさせているからなの
だと Denisonは結論づけている（318-19）。 
Shiro Yoshioka（吉岡史朗）も Denison同様、『千と千尋の神隠し』は日本文化を常に変
化し続け折衷主義的で多様性を含んだハイブリッドなものとして描き出し、それでいて決
して特別視することなく数あるアジアの文化の一つとして捉えているのだと論じる。そう
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いった意味でこの作品は「日本の心」というものを具現化しているのであって、幻想世界が
我々の現実の延長線上に存在するように見せることによって他の作品よりも直接的かつ潜
在的に観客に訴えかけているのだと Yoshioka は述べる（269）。もちろんここで Yoshioka
の言う「観客」とは日本人の観客のことであるし、「我々の現実」とは日本人の現実のこと
であるのは疑いない。それでは日本人とは異なった文化的背景を持つ観客はこの映画から
同じような印象を受けるのであろうか。この作品は世界中の観客に同じように「日本の心」
の感覚を潜在的に与えられるのであろうか。Yoshioka はこの問題に関して楽観的な観測を
しており、宮崎駿のアニメは様々な要素を寄せ集めて新しい物語を生み出す現代の民話で
あって、アジア文化と西洋文化を融合させた宮崎の日本性は時間的空間的境界線を越える
はずだと述べている（272）。確かに文学と違いアニメは言語的要素よりも映像的音声的な
要素が多いので翻訳を通じてもその内容の大部分を世界の様々な地域に等価性を持って伝
達することは可能であるように思われる。しかしながら『千と千尋の神隠し』がフランスや
アメリカに輸出される過程で翻訳によってどのように変えられ日本性を失っていったかと
いう Denison のレポートを見ると、日本以外の場所で日本人以外の観客に同じようにノス
タルジックな日本性を感じさせ、作品を日本同様に爆発的にヒットさせるというのは困難
であると言わざるを得ない。 
 
3. ディズニーとの比較対照 
 
宮崎駿は英語圏においては「日本のディズニー」と評されることも多く度々比較の対象と
なっている。一般的には宮崎の作品の方が文化や社会をより深く複雑に反映させていて、そ
れゆえに観客の年齢層も幅広いのだと見なされることが多い4。批評家たちは宮崎の作品が
ディズニーの作品に比べてどのように複雑で革新的なのかということについて様々な見解
を示している。例えばWellsは宮崎のアニメは非常に情感的でありながらも思索的で、登場
人物の子供の視点から感覚的なメッセージと政治的な提案の両方を表現しており、それは
ディズニーには全く欠けたものだと評している（23）。また OsmondとMargaret Talbotは
ともに、その絶対的な人気であるとか質の高さ、あるいは商品化の戦略やキャラクターデザ
インなどディズニーと宮崎のいくつかの類似点を挙げた上で、宮崎の作品には完全な悪役
が不在でそのためにプロットがより複雑になるのだと述べている（Osmond “Nausicaa” 60; 
Talbot 67）。加えて Talbot は、宮崎の作品は敵対者や社会的弱者に対して非常に寛容な視
線を持ち彼らに共感を示し、主人公の女性を気高く好感が持てるようにそれでいて普通の
少女として描き出しており、それは子供向け映画の世界観としては極めて稀なものである
と指摘している（67）。Loy and Goodhewも同様の見解を示しており、ディズニーの『ライ
オン・キング』やその他のハリウッド映画、例えば『007』『スター・ウォーズ』『インディ・
ジョーンズ』『ターミネーター』、そして『ハリー・ポッター』などは宮崎の作品と比べると
                                                   
4 Wright, Kraemer参照。 
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極めて単純で予定調和的で勧善懲悪の物語であって、他者を制圧し懲罰していくのではな
くあらゆる者に共感を示すような主人公を有す啓蒙的な宮崎の作品とは全く異なるのだと
述べている（94-95）。 
 Ortabasiは宮崎駿の『もののけ姫』とディズニーの『ターザン』（1999）を比較した上で、
両者ともに文明と自然の関係という同じテーマを扱っていながらも、『ターザン』では文明
が自然に対して完全な勝利を収め、あくまでも人間中心主義的な結末を迎えるのに対し、
『もののけ姫』はこの問題に関してより多様で多義的な思想を持っているのだと述べる
（219-20）。Napier もまたこの二つの映画を比較し次のように論じている。ディズニーの
『ターザン』は人間中心主義的思想を持っている。そこに多様性は存在せず、動物を擬人化
し人間社会における技術の進歩に関わる問題は無視し文明と自然のユートピア的な調和を
描き出す【図 13】。一方宮崎の『もののけ姫』はあくまで多様性と他者性を追求する。差異 
 
 
【図 13】Chris Buck and Kevin Lima, Tarzan.：ターザンとジャングルで暮らす決意をす
るジェーン 
 
を強調し暴力や野生の動物をありのままに描き、技術を進歩させながらもどのように自然
と向き合っていくのかという現代社会のジレンマを示し、そして自然とは美しいが脅威で
あり畏怖すべきものであり永遠に理解不能で異質なものなのだということを主張する
（“Confronting” 486-87; Anime 191-92）。世界の様々な文化が持つそれぞれの神話と価値
観に対する宮崎とディズニーの姿勢の違いについても Napier は次のように指摘している。
ディズニーの映画は他国の文化的神話や価値観をアメリカに同化させ、どこの国のどんな
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文化の出自の主人公であってもアメリカ人のように行動させ、最終的にアメリカ文化の神
話や価値観を強化させる。一方宮崎の映画は日本文化の価値観やアイデンティティーをこ
とさら強調することはなく、他国の文化を利用することによって普遍的な価値観を提示し、
集団から外れ独自に考え行動する主人公やアジア的であり西洋的な資質を持った女性主人
公を描きながら、日本文化の固有の神話や価値観に対して批評的な視点で揺さぶりをかけ
る5（“Confronting” 472; Anime 282）。 
 宮崎駿の作品とディズニーの作品を比較した時、確かにNapierが言うように、宮崎作品
の方が自国の文化を他者に押し付けず相対的な視点で様々な文化を公平に扱っているよう
に見えるかもしれないが実はそれに異議を唱える批評家もいる。Chris Wood は、一般的に
日本文化や芸術において西洋は現実的にというよりはファンタジー空間として描かれるこ
とが多く、宮崎の映画でもヨーロッパという舞台が「観光者の視点」で「快楽的な消費の場
である華やかな造り物」として描かれているのだと主張する（112）。例えば『紅の豚』（1992）
（Porco Rosso（2003））の作品舞台は第一次大戦後 1930年代のファシストの秘密警察が暗
躍していた大恐慌時代のイタリアで、登場人物たちが集まる「ホテル・アドリアーノ」では
映画のヒロインが毎夜歌を披露し観客を魅了し【図 14】、映画のクライマックスではアドリ 
 
 
【図 14】宮崎駿『紅の豚』：ホテルのバーで歌声を披露するジーナ 
 
ア海上で主人公と敵役が観客の注目を集める中ドッグファイトを繰り広げる【図 15】。Wood 
                                                   
5 Kraemer もこのような Napier の主張に完全に同意しており、ディズニー作品がアメリカの既存の文化
的価値観を強化しているのだとすれば宮崎作品は日本の文化的価値観を披露しながらそれを解体している
のだと述べる（par. 2）。 
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【図 15】宮崎駿『紅の豚』：アドレア海上でのカーチスとポルコの空中戦 
 
によると、こういった舞台設定全てが映画の観客の観光者的視点からの期待と要求に応え
るべく作られた仮想空間なのである。Woodが指摘するように、宮崎の他の作品でも多かれ
少なかれこのように西洋文化が華麗に美しく夢のように表象され、古き良きヨーロッパの
ステレオタイプなイメージが描き出される。宮崎駿は日本文化の宣伝者ではないし常に日
本文化とアイデンティティーに対して批評的な視点を持っているとNapierは述べたが、そ
れは裏を返せば宮崎がそれだけ日本性に執着し他の文化に対しても同様の視点を持つこと
を怠ったと言えるのではないだろうか。さもなければ英語圏の批評家があれだけ宮崎作品
における日本性の表象の問題について論じることはなかったはずである。宮崎作品は日本
文化や日本人のアイデンティティーの多様性や複雑性そして柔軟性を表現しているのだと
する Yangの主張はもちろん妥当ではあるのだが、それと同じだけ他の文化についても多様
性や複雑性を表現できているかということについては極めて疑わしい。宮崎駿の批評的な
視点が常にグローバルで普遍的であるとは限らないのである。 
 
4. 日本のアニメーションの新しいメディアとしての可能性 
 
 基本的にハリウッド映画は世界市場を対象にあらゆる文化的背景を持った観客に支持さ
れるように普遍的で理解されやすいように作られている。それに対して日本のアニメーシ
ョン映画の監督やプロデューサーにはそのような制約がないため、様々な世代の観客を対
象に様々なタイプの作品を作ることが出来る。さらに日本のアニメーションや漫画文化は
既に独特な長い歴史を経ているので、日本の観客の多くはアニメーション映画を実写フィ
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ルムと分け隔てなく鑑賞するだけのリテラシーを兼ね備えている。アメリカと日本のアニ
メ映画市場を比較して Patrick Drazenは次のように述べる。アメリカでは漫画やアニメは
基本的に子供向けのメディアであるが、日本のアニメにはそのような固定概念はなく、小説
のような洗練された物語性を持つものも多い（189）。おそらくこのことが、宮崎駿を含め日
本のアニメの多くがディズニーのものとは異なっていて、アメリカや世界のどの国にもか
つて存在しなかったような新しいメディアになりうるのだと批評家たちが確信しいている
理由の一つなのだと考えられる。例えば Wells は宮崎作品の革新性について次のように述
べる。宮崎駿はその作品においてネガティブな印象を持つイメージをポジティブなイメー
ジへと常に変換してきた。『となりのトトロ』では原爆のキノコ雲のイメージを生命溢れる
大木の発芽と成長のイメージに変え【図 16】、『天空の城ラピュタ』では冷たいロボットの 
 
 
【図 16】宮崎駿『となりのトトロ』：トトロの力により驚異的な成長を見せる大木 
 
イメージを温かい人間的な生き物のイメージへと変換した【図 17】（24）。自然に対する信
頼や純粋な子供像、少女の中の「母性」、「自由」の象徴としての飛行のイメージなど宮崎の
作品に見られる希望を持った未来像は日本だけでなく世界のアニメや実写映画に対して強
いインパクトを与えその発展に貢献しているのだと Wells は主張する（22, 25）。Osmond
もまた、最近の欧米の映画は国際的に高い評価を受けている日本のアニメの影響を受けて
いるものも多く、その手法を模倣したり作品に組み込んだりしているのだと述べている
（“Castles” 28）。 
 日本のアニメがアメリカや他の国で受け入れられている理由については批評家の間で概
ね見解が一致している。複雑な物語、登場人物、ジャンル、視覚表現、テーマなど、ハリウ
ッドのアニメには見られない特徴がアメリカの観客を魅了しているのである（Napier 
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【図 17】宮崎駿『天空の城ラピュタ』：シータに花を差し出すロボット 
 
Anime 9-10, 236, 249; Kelts 116, 209; Kraemer par. 1）。Napierは西洋の観客がどのよう
に日本のアニメを受容しているのかを調べるために、アメリカ、ヨーロッパ、カナダでアニ
メファンの聞き取り調査を行い、西洋、特にアメリカの観客は日本的なもの、すなわち「日
本性」に魅かれてアニメを見ているわけではなく、西洋のアニメにはないその「異種性」に
魅了されているのだと分析する（Napier Anime 255）。一方 Ortabasiは宮崎作品の革新性
は日本文化とアイデンティティーをこれまでとは異なったやり方で表象する点にあるのだ
と述べる（201）。アメリカの観客は宮崎作品の「日本性」に魅了されているわけではないと
するNapierの見解と宮崎作品の魅力は「日本性」の新しい表現方法なのだとする Ortabasi
の見解は一見食い違っているように見えるかもしれない。しかしながらNapierの言う「日
本性」とは明らかに、着物、お茶、芸者、侍、富士山などの日本文化のステレオタイプなイ
メージのことであるので、Napierの言う「異種性」はすなわち Ortabasiの言う日本文化と
日本人のアイデンティティーの新しい表現スタイルであると理解すれば両者の見解は全く
一致するのである。 
 日本のアニメの可能性という点に関して、Thomas Looser は“cinematic”から“anime-ic”
へと映画自体が進化していく中で宮崎駿の映画は重要な役割を果たすのだと論じている。
詳細な背景描写とシンプルな人物造形の組み合わせや、まるでつづれ織りのように美しく
複雑に織り込まれた物語など、宮崎作品のそういった特徴がノスタルジックな感覚を残し
つつも新世紀の映画表現の可能性を切り開くのだと Looser は述べる（314）。Thomas 
Lamarre もまた宮崎の映画は“cinematic”な面と“anime-ic”な面の両方の要素を持っており
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常に両者がせめぎ合っているのだと述べる。宮崎作品は多額の予算をつぎ込み脚本、演出、
作画すべての工程を一人で仕切って作業するという作家性が非常に強いという点で
“cinematic”であるし、後景の背景と前景の人物がはっきり区別されて描かれ人物や動物が
実写映画とは全く違う動き方をするという点では“anime-ic”であると言える（341）。ここで
実写映画とアニメ映画を明確に区別するために Looser と Lamarra が揃って“anime-ic”と
いう用語を用い宮崎作品や日本のアニメ全般の可能性について論じていることは非常に興
味深い。 
 多くの批評家が指摘しているように、ディズニーの映画とは違い宮崎駿の作品の観客の
層は非常に幅広く子供から大人まで楽しむことが出来、一般観客と批評家どちらにも支持
されている。その理由について Lamarreは次のように述べている。「彼［宮崎］の描く幼年
時代は成年の幼年時代なのだ。彼の描く原始的な技術は技術発展の歴史を経た後のものな
のだ。同様に『天空の城ラピュタ』のようなマンガ（manga）映画が行っているのは、子供
の冒険やファンタジー、経験をただ再構築するだけではないのだ」（筆者訳）（365）。宮崎作
品に登場する子供は単なる子供ではなく大人の経験と視点を経た上での子供なのであって、
それ故に子供だけではなく大人も物語に登場する少年や少女に共感しながら映画を楽しむ
ことが出来るのだと Lamarre は論じているのである。Mariano Prunes も同様に、宮崎作
品がなぜこれほど幅広い観客層の支持を得ているのかということについて、『となりのトト
ロ』と『紅の豚』を例に挙げ次のように説明している。『となりのトトロ』では子供の視点
から幻想世界を構築することによって現実と幻想の境界線をぼかし、それが多様な見方を
することを可能にし、結果大人にも受け入れられるところとなっている（54）。宮崎作品に
登場する子供は欧米映画にしばしば登場するステレオタイプな「純真で無垢な」子供とは異
なり、それぞれ個性と知性と感性と判断力を持ち、強さと弱さの両方を兼ね備え、無垢であ
りながらも自我も芽生えており大人と同様な描かれ方をしているため大人の観客も子供の
登場人物に十分共感できるのである（46-47）。宮崎アニメのマジックは、現実と幻想、大人
と子供の境界線を無くすような、緻密さと曖昧さを上手く混ぜ合わせたその巧みな舞台設
定にあるのだと Prunesは述べる。例えば『紅の豚』では 1920年代イタリアの細密な描写
を行う一方で具体的な人名や事件名を挙げることは避け【図 18】、『となりのトトロ』では
1950 年代日本の具体的で緻密なイメージと子供にしか見えないような精霊のイメージを至
る所で混在させている【図 19】。このような手法を用いて宮崎作品の「幻想」は、大人にも
子供にも鑑賞可能な完全に自然であたかも実在するかのようなユートピアとなっているの
である（48）。Drazen は宮崎アニメが大人にも子供にも支持される理由について、見方に
よって単純にも複雑にも解釈できる作品自体が持つ多様性のためだと述べている。例えば
『紅の豚』において整備士の孫娘であり主人公の機体の損傷を修理する手伝いをする 17歳
の少女フィオが、主人公の頬にキスをしたり【図 20】、彼の前で半裸で海に飛び込んだりす
るのは【図 21】、彼女がもう彼と性的関係を持てるほどに成熟しており、またそういった欲
求があるのだということを暗示しているのだし、ホテルの女主人ジーナはこれまでに三人 
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【図 18】宮崎駿『紅の豚』：第一次大戦後ファシスト党独裁下のミラノの街 
 
 
【図 19】宮崎駿『となりのトトロ』：子供にしか見えない妖精ネコバス 
 
のパイロットと結婚し全員と死別しており、従って彼女にとって飛行とセックスのイメー
ジは常に結びつくものとなり主人公との性的関係をも示唆している【図 22】。しかしながら
これらは全てメタファーとして描かれ、明確には示されないため子供でも鑑賞可能となっ
ているのである（193-97）。 
 ここまで見てきたように、アメリカの批評家たちが指摘するところ、宮崎駿の作品並びに 
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【図 20】宮崎駿『紅の豚』：ポルコにキスをするフィオ 
 
 
【図 21】宮崎駿『紅の豚』：海で泳ごうとするフィオ 
 
日本のアニメの持つハリウッド作品には見られない新しいメディアとしての可能性は概ね
次のような要素に還元される。複雑な物語性や人物描写、多岐に亘るジャンル、作画やテー
マの多様性、現代日本の新しいイメージ、大人でも共感可能な複雑な個性を持った少年少女
の主人公たち、それぞれのシーンの背後にある多義的なコノテーションなど。そしてこうい
った要素は今や現代アメリカ文化の様々な側面に浸透しつつあると言われている。かつて 
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【図 22】宮崎駿『紅の豚』：ポルコの乗る飛行機を見上げ回想にふけるジーナ 
 
Lawrence Venuti は翻訳には二つの大きな役割があると述べた。一つは対象言語文化の中
で原文言語文化の表象を作り出すこと。これは最初ステレオタイプであってもやがて同化
していくことになる。もう一つは対象言語文化の文学的規範や概念のパラダイムに揺さぶ
りをかけ変化させていくことである。日本文化の新しいイメージを作り出しハリウッド映
画に影響を与えている宮崎アニメは Venutiの理論の良いサンプルと成り得る。宮崎作品と
日本のアニメがアメリカ文化に及ぼす影響はまだ小さいものの、確実にこのグローバル化
された世界において様々な方法で広がりを見せ始めている。しかしながら日本アニメの典
型的なイメージともいえる性的で暴力的な側面のみが強調されその影響下でいくつかのハ
リウッド映画が作られていることを考えると6、ハリウッドの映画製作者が日本アニメの多
様な可能性を理解しそれを取り入れるようになるにはさらに時間が必要であると思われる。
またこれまでいくつかの作品で宮崎作品との類似点は指摘されてはいるものの、宮崎アニ
メの異質なスタイルをそのまま真似るようなことをディズニーが行うとは考えにくい7。 
 
5. 女性のイメージ 
 
                                                   
6 クエンティン・タランティーノの『キル・ビル Vol.1』（2003）には日本のアニメプロダクションである
Production I.G.の制作したアニメパートが挿入されている。また商業的には成功せず評価も低いものの、
『鉄腕アトム』や『ドラゴンボール』などの日本の漫画やアニメがハリウッドで実写版としてリメイクさ
れている。 
7 もちろん「ディズニー」と言っても単純に一つのアニメプロダクションやジャンルとして定義できるわ
けではない。「ディズニー」という語の複雑な多義性については Bell et al参照。 
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アメリカにおける日本人女性のイメージは段階を踏んで変化はしているものの、所謂「献
身的で従順な」「芸者ガール」のようなステレオタイプもいまだに根強く残っている8。現代
日本文化の一つでありポップカルチャーの中でもとりわけ強い影響力を持つ日本のアニメ
もこの女性像の変遷において重要な役割を担っている。日本のアニメにおける女性の表象
の問題について Napierは次のように述べている。日本のアニメには頻繁に力強い女性が登
場する。彼女らは時には非常に性的に描かれ、従順で献身的なステレオタイプな日本人女性
のイメージからはかけ離れている。そういった強い女性像は 1980年代と 1990年代の女性
が力を獲得していく時代の空気を反映しているのである（Anime 33）。宮崎駿の映画にも
度々そのような非常に力強い女性が登場する。『風の谷のナウシカ』のナウシカやクシャナ、
『もののけ姫』のサンやエボシなど、肉体的にも精神的にも男性に劣らない力強さを持ち男
性に依存することなく自立して生きている女性が活躍する。しかしながら宮崎が描くそう
いった女性像は類型的であって多様性に欠けるため現実の女性が共感できるほど革新的で
はないということがこれまでに指摘されている9。従って宮崎のアニメがアメリカにおいて
日本人女性のステレオタイプなイメージを覆すことが出来たかどうかという点には疑問が
残る。 
アメリカの何人かの批評家は、宮崎駿の作品に登場する女性像について、従来の日本人女
性のイメージを覆し女性にとっての新しいロールモデルになる可能性があると好意的に評
価している。例えば Osmond は宮崎作品の女性主人公のイメージを肯定的に捉え、純粋さ
だとか自然との親和性、あるいは好奇心にあふれ行動的であるといった非常にポジティブ
な特徴のみを挙げている（“Nausicaa” 3）。またWellsはジェンダー論の観点から、宮崎作
品に登場する女性は男性中心の封建的社会において重要な役割を果たし、女性を主人公に
することで映画作法の面でも語りの手法の面でも既存の父権主義的な観念を転覆させてい
るのだと主張する（23）。Napierもまたこれに同意し次のように論じる。宮崎作品の女性主
人公には少女らしさだとか純粋無垢さ可愛らしさとともに潜在的に性的魅力を兼ね備えて
いるという日本人女性的な特徴と、活動的で確固たる信念を持ち自立していて度胸があり
英雄的な活躍をするような非日本人女性的な特徴が混在している（“Confronting” 473-74）。
宮崎駿は日本の歴史とそれに伴う古いジェンダー観を脱構築し異化するために伝統的な性
役割や父権主義的封建社会から逸脱した女性像を作り上げたのだとNapierは主張する。例
えば『もののけ姫』の女性主人公二人は極めて中性的に描かれ、男尊女卑な父権主義的社会
からは完全に逸脱者となっている。エボシは男性的な権力志向者として描かれているし、サ
ンは自然の側に所属しており伝統的には女性的な調和を志向すべき役割であるにも関わら
ず非常に野性的で暴力的に描かれている（“Confronting” 481）。宮崎作品の女性主人公たち
は決して現実的ではないのだが、それ故に観客はそこに理想を託すことが出来、従来の女性
性のイメージを崩すことによって観客の既成概念を打ち崩し新たな可能性を示すことが出
                                                   
8 Kuzume参照。 
9 斎藤参照。 
千葉大学比較文化研究 ２ 
 
97 
 
来るのだと Napier は述べる（Anime 125-26）。『風の谷のナウシカ』は力強く自立した女
性の理想像を描き輝かしい未来像を提示し、『もののけ姫』はマッチョな男性主人公を登場
させるのではなく女性主人公に男性的な属性を持たせ、献身的で耐え忍ぶ伝統的な日本人
女性像と自然と調和して平和に暮らす伝統的な日本人像の両方の神話を解体する。そのた
めに、人間社会を守り発展させるために自然と戦う女性と自分が生まれ育った自然を守る
ために戦う女性という、自然と女性の二つの新しい暴力的な関係をあえて描いているので
ある（Anime 177）。Lammare もまた宮崎駿の描く女性像は古いジェンダー観に対して挑
戦的であると述べている。初期の作品には活動的な少年が大人しい少女を守るような従来
の性役割の構図が見られるものの、その後は一貫して男性性を備えるような女性を多く登
場させ、意識的に保守的な女性像と革新的な女性像の両方を使いわけ、特に空を飛ぶ少女の
イメージを多用し、それによってテクノロジーに対する不信感を表現しているのだという
（351-52）。 
『もののけ姫』のエボシや『風の谷のナウシカ』のクシャナは、ディズニー映画のポカホ
ンタスやムーランのような女性主人公たちと比べても、非常に力強く知的で自立し社会的
弱者に対して寛容である。そのことをもって彼女らをフェミニストやフェミニストの原型
であると見なす批評家たちもいる（Loy and Goodhew 89; Kraemer par. 2）。また Freda 
Freiberg は宮崎駿作品における女性像を「少女」という概念を用いて論じている10。『もの
のけ姫』のサンや『風の谷のナウシカ』のナウシカなど宮崎作品の女性主人公は男性的な英
雄としての特性と少女性の両方の資質を持ち、常に弱者の味方で社会改革の救世主となり、
母性と可愛らしさを維持しながら英雄的な行動を起こす（par. 13）。ただ彼女らは一見完璧
な女性像であるのだが決してフェミニストと見なすことはできないと Freiberg は述べる。
というのも宮崎アニメのヒロインたちは女性の権利のために戦ったり他の女性とチームを
組んだりしないからである。同性の友人すら作らず、逆にフェミニストと見なされる自立し
た大人の女性を敵に回して戦うことすら少なくない（par. 15）。 
このように「少女性」という観点から考えると宮崎駿のヒロインたちをフェミニストと呼
ぶことは難しく、真のフェミニストはクシャナやエボシのようなヒロインたちと対抗する
大人の女性たちなのではないかという Freiberg の見解は説得力を持つ。しかし Eunjung 
Kim and Michelle Jarman（連名）はそこにさらに強固な異論を唱える。エボシは確かに自
立した大人の女性であるのだが、彼女は決してフェミニストなどではなく抑圧された女性
や障害者から搾取する帝国主義者なのだと Kim and Jarmanは主張する。確かにエボシは
中央の権力に逆らって新しい社会を築く際に売春婦であった女性とハンセン病患者を保護
し彼らを共同体の一員として招き入れた。しかし結局エボシは彼らに本当に平等な権利を
与えたわけでなく、単なる製鉄所の労働力として自然と戦うための戦争の道具として利用
                                                   
10 Freibergは「少女」の概念を次のように捉える。（1）あらゆる社会的ジェンダー的制約から自由な、大
人と子供の「境界上」の存在。（2）「カワイイ」文化としての消費文化と密接に関わる存在。（3）子供だけ
でなく成人女性や男性にも支持される存在。 
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したに過ぎないのである（54-56）。エボシはフェミニストではなく帝国主義者なのだと見
なすこのような見解は、英語版の吹き替えで唯一エボシのみがイギリス英語を話している
ことからも普遍的なものであると言える（57）。Kim and Jarmanが述べるように、エボ
シが前近代の東洋及び自然に近代性を持ち込む西洋文明の象徴であることは観客の目には
明らかであるし、サンが戦いを止めアシタカがエボシの村に残るということから最終的に
勝利を収めたのはエボシであると言うことが出来る。従って『もののけ姫』とは帝国主義的
近代性が寛容な救済者を装って売春婦や障害者のような周辺に存在する社会的弱者をいか
にして西洋のシステムに取り込んでいくのかを描いた映画なのであると Kim and Jarman
は結論づける（66-67）。 
このように少女性を纏ったヒロインたちのみならず強権を振りかざす大人の女性たちま
でフェミニストである可能性を否定されてしまうと、宮崎駿の映画には真の意味で伝統的
な古いジェンダー観を覆し日本人女性の新しいイメージを提示するような女性は存在しな
いということになる。確かに宮崎作品には多くの魅力的な力強い自立した女性たちが登場
する。しかし彼女らが常に可愛らしく美しくそして物語内の人々と観客の両方にとって母
性溢れる存在として描かれているのも事実である。すなわち観客の男性優越主義的な視線
に常に晒されているのだと言える。宮崎アニメはこれまで日本人とアメリカ人両方の観客
にとってスクリーン上での新しい女性像を作り上げてきたのではあるが、斎藤美奈子が指
摘しているようにそれでも最終的にはほとんどの女性主人公はいくつかのタイプに限定さ
れてしまう。可愛らしくて純粋な幼児か可憐な少女か美しい大人の女性のどれかであり、ま
るで容姿が美しくなければ女性は物語において重要な役割を演じることはできないのだと
いう制約でもあるかのように見える。宮崎作品のヒロインにはそれまでの日本人女性の献
身的で従順というステレオタイプなイメージを裏切る強い女性たちが多いというのは事実
であるが、だからと言ってそれがすなわち観客の女性たちが共感できるような革新的な女
性像であるとは限らない。マッチョな男性性とフェミニンな女性性を併せ持つような彼女
らのイメージはどう見ても非現実的であって、またそういったジェンダーの属性もそれぞ
れは観客の予想を裏切るほど斬新なものでもない。それ故に、彼女らが日本人女性のリアル
な声を反映した表象であるということは難しいし、さらに悪いことにはそのようなヒロイ
ン像が監督や観客のフェティッシュな欲望の対象となっていることも十分にあり得るので
ある。 
 
6. 結び 
 
村上春樹やよしもとばなななど現代日本文学について論じるアメリカの批評や論文には
しばしば日本文化に対する偏見やステレオタイプな視点が見られることがあるが11、ここま
で見てきたように宮崎駿に関する批評や論文にそういったものはあまり見られない。批評
                                                   
11 芳賀（「アメリカにおける村上春樹の受容」「アメリカにおけるよしもとばななの受容」）参照。 
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家あるいは専門家たちは現代日本文化と伝統的日本文化の両方に精通しており、オリエン
タリズムの視点からではなく中立的で客観的な視点から宮崎駿の作品や日本のアニメーシ
ョン、そしてポップカルチャー全般の様々な問題について論じている。このことは幸か不幸
かアメリカにおける日本アニメの研究の水準が日本文学の研究よりも高いことを示唆して
いる。文化的歴史的背景が異なるため日本の観客とアメリカの観客が完全に同じノスタル
ジックな感覚を共有していると断言することはできないが、多くの批評や論文で宮崎作品
における現代日本文化と伝統的日本文化の表象について実りある議論が展開され、他の日
本芸術作品には見られない宮崎の独特の表現方法について多々指摘されていることを考え
ると、宮崎アニメはアメリカの観客に多様で複雑な新しい日本文化のイメージを提供して
いるのだと言える。そしてまた宮崎アニメを含む日本のアニメは、ディズニー映画には見ら
れないような文明と自然の関係に関する異なった価値観をアメリカの観客に提示している。
複雑な物語性や人物造形、多様な表現形式やテーマを伴った日本のアニメには新しいメデ
ィアとしての潜在的な可能性があることをアメリカの多くの批評家や専門家は認めている。 
一方で宮崎作品は、日本文化や日本人のアイデンティティーについては繊細な表現をす
るものの、他文化、特に西洋文化の表象についても同様に多様で複雑なイメージを提示でき
ているというわけではない。また女性の表象についても多様なイメージを提示することに
成功しているとは言えない。度々指摘されるように、伝統的な日本人女性のイメージと古い
性役割から脱した女性像が描かれているのは確かだが、その表現形態は非常に類型的であ
って現実の女性の声を代弁しているとはとても言えず、男性優位的な視点と願望にいまだ
縛られていると考えられる。宮崎アニメのヒロインたちの女性像としての革新性を手放し
で評価する批評家は、極めて古いジェンダー観を持っているか、美しくて可愛らしい母性に
あふれた女性像は常に男性優位的視点からフェティッシュな対象として捉えられうるのだ
という事実を見逃しているのである。そもそもこれは宮崎アニメや日本のアニメによく見
られるのだが、男性（文明）によって汚染され破壊されてしまった世界を女性（自然）が救
い癒やすのだという構図自体が既に凡庸でステレオタイプなものである。 
結論として日米の文化交流において宮崎駿の作品は、アメリカの観客にとっては「他者」
である日本文化や歴史の多様性を彼らが偏見なく理解するために大きな役割を果たしてい
るのだと言える。ただ同時にさらに別の「他者」、すなわち西洋や女性に対しては抑圧する
側に回ってしまっていることにも留意すべきだろう。加えて、Looserと Lamarreが指摘す
るように、宮崎作品には保守的な面と革新的な面があり、古いメディアと新しいメディアの
狭間に位置しており、そのことが日本でも海外でも広い年齢層の観客に支持される理由と
なっている。従って日本の最先端のポップカルチャーがアメリカでどのように受容され、ア
メリカ文化にどのような影響を与えているのかという問題を検討する際には宮崎作品を取
り上げるだけでは十分ではなく、アメリカでもコアな観客に支持されるような、例えば大友
克洋の『AKIRA』（1988）や押井守の『攻殻機動隊』（1995）のような、より実験的で挑戦
的な他のアニメ作品についても分析する必要があるだろう。 
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